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甲府河川国道事務所の概要

ふ え ふ き が わふ じ か わ か ま な し が わ

当事務所は、災害に強く、誰もが安心して暮らすことができる活力と魅力に満ちた

国土づくりを目指し、河川事業及び道路事業を実施しています。

■河川事業

富士川、釜無川及び笛吹川等の計約122㎞の維持管理、浸水被害解消のための

築堤護岸等の整備や河川防災ステーションの整備、環境整備等を行っています。

■道路事業

国道20号、52号、138号、139号、中部横断自動車道の５路線、計約270㎞の維持

管理、新設・改築、防災対策、交通安全対策等を行っています。

管理区間長（総延長122.1km）
富士川(85.0km)
・早川(3.0km)
・笛吹川(28.0km)

五割川(0.1km)、蛭沢川(0.3km)、
濁川(0.4km)、日川(1.0km)、重川(1.5km)

・御勅使川(1.8km)
・塩川(1.9km)

■富士川上流出張所 管理区間
(富士川 富士橋～武田橋 23.0km)

(笛吹川 合流点～JR身延線鉄橋 5.5km)

(御勅使川 合流点～御勅使川橋 1.8km)

(塩川 合流点～塩川橋 1.0km)

■笛吹川出張所 管理区間
(笛吹川 JR身延線鉄橋～岩手橋 22.5km)

(日川 合流点～日川橋 1.0km)

(重川 合流点～重川橋 1.5km)

(濁川 合流点～0.4m)

(蛭沢川 合流点～0.3km)

(五割川 合流点～0.1km)

■富士川中流出張所 管理区間
(富士川 静岡・山梨県境～富士橋 44.0km)

(早川 合流点～早川橋 3.0km)

■富士川下流出張所 管理区間
(河口～静岡・山梨県境 18.0km)

計
中央部横断
自動車道

国道
139号

国道
138号

国道
52号

国道
20号

路線
出張所

49.1

(9.6)

19.6

(6.4)

29.5

(3.2)
大月

出張所

31.131.1
大和国道
出張所

63.0

(0.5)

20.1

(0.5)
42.9

甲府
出張所

81.028.452.6
峡南国道
出張所

46.232.014.2
富士吉田

国道
出張所

270.4

(10.1)
28.4

51.6

(6.4)
14.2

72.7

(0.5)

103.5

(3.2)
計

●出張所別路線別管理区間延長 (単位：km) (2023年4月1日時点)

※（）書きはバイパス管理区間延長（内書き）
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直轄管理区間

直轄管理区間

凡 例
河川改修費
総合⽔系環境整備事業費
河川⼯作物関連応急対策事業
直轄管理区間（延⻑︓約１２２ｋｍ）
県境

富⼠川町

市

主要事業位置図（河川）

富⼠川 ⽊島地区河川防災ステーション

富⼠川 切⽯・⼿打沢地区築堤

笛吹川
笛吹⽯和地区⽔辺環境整備

笛吹川
⼭梨市万⼒公園地区⽔辺環境整備

笛吹川 ⾼⽥地区⽔辺環境整備

富⼠川 富⼠市五貫島地区⽔辺環境整備

笛吹川 柏排⽔機場遠隔監視設備更新
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事業費（河川）

事業費

・富士川　切石・手打沢地区築堤

・富士川　木島地区河川防災ステーション　

・富士川　五貫島地区水辺環境整備

・笛吹川　高田地区水辺環境整備

・笛吹川　笛吹石和地区水辺環境整備

・笛吹川　山梨市万力公園地区水辺環境整備

河川工作物関連応急対
策事業

・笛吹川　柏排水機場遠隔監視設備更新 32

合計 897

※上記のほか、河川維持修繕費、諸経費等がある。

令和５年度　甲府河川国道事務所　事業費（河川）

事業名

河川改修費 810

総合水系
環境整備事業費

55

（単位：百万円）
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【事業の概要】

身延町切石・手打沢地区は、身延町役場があり、災害時には町の中枢機能として
重要な箇所ですが、昭和３４洪水、昭和５７洪水では堤防が無い、或いは低い箇所
の為、浸水被害が発生しました。

このため、築堤護岸整備を実施し、浸水被害の解消を図ります。

み のぶ きり いし て うち ざわ

富士川 河川改修事業（切石・手打沢地区築堤）
【山梨県】直轄

ふ じ かわ

【令和５年度の予定】

【事業の効果】

無堤防地区の築堤護岸等を整備し、戦後最大降雨（昭和５７年洪水）による浸水
被害の解消が期待されます。

きり いし て うち ざわ ちく てい

切石・手打沢地区の築堤護岸、排水樋管整備を実施します。
て うち ざわきり いし

⼿打沢地区
洗掘対策

断面図
築堤

排水樋管

位置図

⼭梨県⾝延町
切⽯・⼿打沢地先

航空写真
切石地区

手打沢地区

築堤護岸 L=100m

築堤護岸 L=100m

築堤護岸 L=50m
排水樋管 1箇所

洗掘対策

築堤

切⽯地区
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【令和５年度の予定】

【事業の概要】

富士川下流部は人口、資産が集中する加島平野を抱えるとともに、東名高速道路や東
海道新幹線等の東西日本を結ぶ大動脈が存在するため、ひとたび氾濫すれば甚大な被
害が生じる恐れがあります。また、当地区は南海トラフ巨大地震による被害も懸念されて
います。
このため、氾濫時や大規模災害時において、迅速な復旧活動を行うための、河川防災

ステーションを整備します。

【事業の効果】

河川防災ステーションを整備することにより、大規模災害時において、迅速な復旧活動
の拠点となります。

富士川 河川改修事業 （木島地区河川防災ステーション）
【静岡県】直轄

ふ じ かわ き じま

ふ じ かわ か じま

資材備蓄ヤードの備蓄材整備を実施します。
平常時 災害時

ヘリポート
体育館

⽔防センター・避難所
⽔防活動場所

平常時 災害時

⽔防活動ヤード
災害時においては、⽔防センターや⼀時避
難場所として活⽤され、また、ヘリポートなど
⽔防活動の拠点となります。

災害時においては、被災箇所の迅速かつ円滑
な復旧活動を⾏うための資機材提供を⾏う拠
点となります。

資材備蓄ヤード

富士川スマートＩＣ
（富士川ＳＡ）

水防活動ヤード

資材備蓄ヤード
（備蓄材整備）

富士市

富士市

航空写真

●

静岡県富⼠市
⽊島地先

位置図
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富士川総合水系環境整備事業 （五貫島地区水辺環境整備）

位 置 図

事業箇所

富
⼠
川

【事業の効果】

【五貫島地区】

富
士
川
緑
地
公
園

坂路改良

富
士
川

モニタリング（利用実態調査）を実施します。

【令和５年度の予定】

【事業の概要】

坂路改良（拡幅）
富士川

富士市五貫島地区には、大規模総合運動公園である富士川緑地公園があり、市が

富士山に続く観光資源の創出を図るため、富士川緑地公園の再整備を実施しており、

スポーツの全国大会開催が可能となる様に施設のレイアウト変更や機能向上を図っ

ています。

この市の取り組みに合わせ、河川を利用する上での安全・安心に係る河川管理用

施設を整備し、魅力ある施設と連携した賑わいのある水辺空間を創出します。

Ｒ４年度に坂路改良が完了し、Ｒ５年度は利用状況等のモニタリングを実施します。

ふ じ かわ ご かん じま

市による富士川緑地公園の再整備に合わせ、大型バスの通行可能なアクセス道
路を整備し、災害時における災害対策車両の動線確保を行うことで、更なる良好
な河川空間が形成され地域の活性化を図るとともに、災害時における防災機能の
向上を図ります。

ふ じ ご かん じま
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富士川総合水系環境整備事業 （高田地区水辺環境整備）

【事業の概要】

位 置 図

笛吹市

事業箇所
富
⼠
川

【令和５年度の予定】

【事業の効果】

【市川三郷町地区】

管理⽤通路

笛吹川

市川三郷町では、令和元年度にかわまちづくり計画を登録し、水辺のレクリエー
ション利用の促進、花火等の地域産業活性化に取り組んでいます。

このため、治水上や河川を利用する上での安全・安心に係る河川管理用施設を整
備し、市川三郷町のまちづくりと一体となった賑わいのある水辺空間を創出します。

Ｒ４年度に管理用通路整備が完了し、Ｒ５年度は利用状況等のモニタリングを実施
します。

ふ じ かわ たか た

モニタリング（利用実態調査）を実施します。

背後地から河川内へのアクセスを容易にする河川管理用通路（坂路）や、花火大
会や各種イベント時にも利用可能な階段護岸等を整備することで、市川三郷町が掲
げる「花火で観光まちづくり」のテーマと連携し、水辺空間の創出、地域活性化を図る
とともに、治水上の機能や河川巡視等における河川管理上の機能の向上を図ります。

いち かわ み さと

航空写真
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【令和５年度の予定】

【事業の効果】

モニタリング（利用実態調査）を実施します。

笛吹市の「かわまちづくり」と連携して親水護岸の整備を実施し、河川空間の利用促
進により地域活性化に寄与します。

富士川総合水系環境整備事業 （笛吹石和地区水辺環境整備）
ふ じ かわ ふえ ふき いさわ

【山梨県】直轄

【事業の概要】

現在、笛吹川の石和地区の下流においては、サイクリング、散策等の日常的な利
用や、川中島合戦戦国絵巻、花火大会、体験型鵜匠等のイベントなど、様々な河
川利用がなされています。

笛吹市における「笛吹市ミズベリング構想」では、笛吹川の石和地区、石和温泉
街等の周辺地域も含めて一体的に整備を行うことにより、市民の憩いの場、観光
資源として更に魅力的なまちづくりを目指しています。

本事業では、堤防強化と併せて、「笛吹市ミズベリング構想」を踏まえ、「笛吹市
かわまちづくり」計画に基づき、河川利用上の安全安心を確保した上で水辺の活用
を行うことができるよう親水護岸を整備し、河川空間の利用促進による地域活性化
を図ります。

Ｒ２年度に親水護岸整備が完了し、Ｒ５年度は利用状況等のモニタリングを実施
します。

ふえ ふき がわ い さ わ

かわなかじま

ふえ ふき

笛吹市役所

⽯和温泉街

親⽔護岸等
整備

航空写真 凡 例
︓R2年度施⼯済

位置図位 置 図

笛吹市

富
⼠
川

階段護岸（整備済箇所の利⽤状況）

事業箇所
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【令和５年度の予定】

【事業の効果】

【事業の概要】

山梨市万力公園地区は、市が万力公園・万葉の森と隣接する笛吹川一帯を整備す

ることで、賑わい・活力の創出、都市機能の充実、都市住民が自然と共存し憩える場

となるような取り組みを行っています。また、当該地区には笛吹川沿いに隣接する医

療施設があるため、既設のウォーキングコースと連携した河川管理用通路や、千鳥が

生息可能な河川の整備を行い、水辺の癒し空間の創出に取り組みます。

【万力公園地区水辺整備整備イメージ】
:整備箇所坂路

レキ河原再生

富士川総合水系環境整備事業 （山梨市万力公園地区水辺環境整備）
ふ じ かわ や ま な し まんりき こ う えん

管理用通路等の整備を実施します。

国が河川管理用通路と坂路の整備、市がウォーキングコースの拡張とベンチ、遊歩道
の整備を実施することで、まちの魅力向上を図るとともに、河川巡視等における河川管
理上の機能の向上を図ります。

また、国によるレキ河原再生のための河川整備により、より良好な河川環境を形成しま
す。

やま なし まん りき こう えん

位 置 図

事業箇所

富
⼠
川

【イメージ図】
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【令和５年度の予定】

【事業の効果】

【事業の概要】

柏排水機場は、大堀川などの氾濫を防ぐため笛吹川に総排水量１０ｍ3/sで排水す

る施設です。

「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」にのっとり、防災・減災、国

土強靱化を強力に推進するため、操作の高度化として遠隔監視設備の更新にあわせ

て遠隔で操作できるシステムの導入を令和５・６年の２ヶ年で行います。

河川工作物関連応急対策事業 （笛吹川 柏排水機場遠隔監視設備更新）
ふえふきがわ かしわはいすい き じょう

遠隔監視制御設備の製作を実施します。

遠隔監視・操作化により、緊急時においても事務所から排水作業が可能な河川施設と
して気候変動の影響を考慮した治水対策強化を図ります。

かしわはい すい き じょう

【山梨県】直轄

排水機場全景 操作室・制御設備

位置図位 置 図

笛吹川
事業箇所

笛 吹 川

大 堀 川

柏排水機場
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堤防除草 河川巡視

堤防点検 河川管理施設の点検

【事業の概要】

富士川は長野・山梨・静岡の３県にまたがる流域面積が3,990km2 、幹線流路延長

が１２８kmの一級河川で、そのうち甲府河川国道事務所で管理する延長は、富士川、

釜無川及び笛吹川等合わせて約１２２kmです。

沿川住民が安心して生活でき、多くの人々から親しまれる河川とするために堤防、

護岸、河川構造物等の河川管理施設の維持・管理や堤防除草、河川巡視や定期的

な点検等を実施しています。また、 「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化

対策」にのっとり、防災・減災、国土強靱化を強力に推進するため、流域治水対策とし

て樹木伐採、河道整正を行います。

【令和５年度の予定】

○日常管理

・堤防、護岸や排水機場等の河川管理施設の点検を行います。点検により、変状

が確認された際には、補修等を行います。

・堤防の状態を点検・把握するために堤防除草を実施します。

・川の機能が正常に保たれているか、また堤防や樋管などに変状がないかなど、

管内の河川巡視を実施します。

河川維持管理（１）

かま なし がわ ふえ ふき がわ

ふ じ かわ

ふ じ かわ
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河川維持管理（２）

○河川の機能を維持するための工事

・洪水時の安全な流れの阻害となったり、河川の状況把握に支障となる河川内に

繁茂した樹木の伐採を行います。

○コスト縮減への取り組み

・伐採した樹木については、一般へ無料配布

を行うことにより処分費にかかる経費の縮

減を行っています。

・平成２７年度から、更なる経費の縮減を行

うため、公募による樹木の伐採を行ってお

り、今年度も継続して実施していきます。

河道内に著しく繁茂した樹木により、洪水
時に水が流れにくくなります。また、河川
の状況の把握が出来なくなります。

樹木伐採により、洪水を安全に流下させ
ます。また、河川の状況の把握が容易に
出来ます。

樹木伐採

令和元年台風19号の出水の影響により

河岸侵食が発生。（韮崎市下絛東割地先）

○緊急時の対応

・洪水や地震が発生した場合は、堤防、護岸、樋門や排水機場など河川管理施設の状

況を巡視し、異常等が確認された場合は迅速に対応します。

被災後、緊急対応として根固めブロックの
設置を実施。

にらさき しもじょうひがしわり

（令和３年度実施箇所）

（中央市今福新田地先）

（令和４年度無料配布の状況）
（山梨県富士川町箱原地先）
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○氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・富士川水系直轄河川改修事業
・いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進に関する取組
・利水ダム等における事前放流等の実施、体制構築、

森林の維持・造成に関する取り組み
・雨水貯留浸透施設の整備

○被害対象を減少させるための対策

・二線堤・霞堤の保全・整備 等
・立地適正化計画による浸水リスクを考慮したまちづくり

（防災指針の作成）

○被害の軽減・早期復旧・復興のための対策

・地域防災力の向上のための人材育成
・小中学生等を対象とした水災害教育、出前講座を

活用した講習会の実施
・住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
・地図等を用いた災害教訓の“見える化”

グリーンインフラの取り組み
・かわまちづくり
・礫河原再生
・外来種駆除

二線堤・霞堤の保全・整備

甲斐市竜王（信玄堤）

流域治水プロジェクト

流域治水とは、気候変動の影響による激甚
化・頻発化等を踏まえ、堤防の整備、ダムの
建設・再生などの対策をより一層加速するとと
もに、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も
含めて一つの流域として捉え、地域の特性に
応じ、
①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
②被害対象を減少させるための対策
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
をハード・ソフト一体で多層的に進める考え方
です。

富士川水系流域治水プロジェクトにおいては、
以下の対策事例の他にも多くの取り組みを実
施しております。

出前講座開催状況

韮崎市栄地先（釜無川）

護岸整備状況

高田階段護岸の利用状況
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主要事業位置図（道路）

道路管理延⻑
管理路線 延⻑

20号 104
52号 72
138号 14
139号 52

中部横断⾃動⾞道 28
合計 270

(単位:km)
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事業費（道路）

（単位：百万円）

事業費

改築事業 4,875

国道２０号 新山梨環状道路（広瀬～桜井） 1,200
国道２０号 新山梨環状道路（北部区間） 150
国道２０号 新笹子トンネル改修 2,036
国道２０号 大月バイパス 61
国道５２号 上石田改良 134
国道１３８号 新屋拡幅 454
国道１３９号 都留バイパス 90
中部横断自動車道（富沢～六郷） 750

交通安全事業 1,020

国道２０号　　 四方津地区歩道整備 310
国道２０号 初狩地区歩道整備 71
国道２０号 一ツ谷交差点改良 110
国道２０号 広瀬交差点改良 30
国道２０号 三社神社入口交差点改良 30
国道５２号 万沢地区歩道整備 20
国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備 60
国道１３８号 明神前歩道整備 20

 国道１３９号　 上暮地歩道整備 25

Ⅱ種 国道２０号他 道路標識、防護柵、区画線、道の駅富士川　等 344

631

497

合　計 7,023

※上記のほか、道路維持管理費、調査費等がある。

事　業　名

電線共同溝事業

国道２０号　　甲府電線共同溝
国道２０号　　甲府住吉電線共同溝
国道２０号　　甲府国母電線共同溝
国道２０号　　甲府徳行電線共同溝
国道２０号　　甲斐電線共同溝

国道１３９号　本栖精進電線共同溝
国道１３９号　鳴沢電線共同溝
国道１３９号　富士北麓（２）電線共同溝

Ⅰ種

甲府圏域地域

富士北麓地域
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【事業の効果】

甲府中心市街地の通過交通の排除や流入交通の分散により、国道２０号や国道

１４０号、主要地方道甲府韮崎線など甲府圏域内の幹線道路の朝夕の慢性的な交

通渋滞の緩和や交通事故の減少が期待されます。

また、峡東地域は富士・東部地域に次いで観光入込客数の多い地域であり、名勝

である恵林寺やモモ・ブドウの生産を活かした観光果樹園などの観光地が点在して

おり、 新山梨環状道路とリニア中央新幹線の整備の相乗効果により、峡東地域

における東京都心からの１時間圏が拡大し、観光客増加に寄与します。

【事業の概要】

新山梨環状道路 北部区間は、甲府中心市街地から半径およそ５ｋｍから７ｋｍの

位置に計画された環状道路の一部を形成する延長１７ｋｍの国道２０号のバイパス事

業です。そのうち、広瀬～桜井は笛吹市石和町広瀬から

甲府市桜井町に至る延長約２ｋｍの道路です。

しん やま なし こう ふ

こう ふ

こう ふ にら さき

国道２０号 新山梨環状道路 広瀬～桜井
し ん や ま な し ひろ せ さくら い

ほく ぶ

改築事業

こう ふ

令和５年度事業費：１２．００億円

引き続き、調査設計、用地買収、環境整備を推進します。

【令和５年度の予定】

新山梨環状道路
北部区間

ふえ ふき いさ わ

さくら い

きょうとう ふ じ とう ぶ

え りん じ

ひろ せ さくら い ひろ せ
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【事業の効果】

甲府中心市街地の通過交通の排除や流入交通の分散により、国道２０号や国道

１４０号、主要地方道甲府韮崎線など甲府圏域内の幹線道路の朝夕の慢性的な交

通渋滞の緩和や交通事故の減少が期待されます。

また、日本有数の景勝地である昇仙峡への最寄ＩＣとして、牛句ＩＣ（仮称）が新たに

整備され、高規格道路を利用した観光客のアクセス性の向上が期待されます。

【事業の概要】

新山梨環状道路 北部区間は、甲府中心市街地から半径およそ５ｋｍから７ｋｍの

位置に計画された環状道路の一部を形成する延長１７ｋｍの国道２０号のバイパス事

業です。そのうち、北部区間（牛句～宇津谷）は甲斐市

牛句から同市宇津谷に至る延長約５ｋｍの道路です。

しん やま なし こう ふ

国道２０号 新山梨環状道路 北部区間
し ん や ま な し ほく ぶ

ほく ぶ

改築事業
令和５年度事業費：１．５０億円

新山梨環状道路
北部区間

引き続き、調査設計を推進します。

【令和５年度の予定】

うし く う つ や か い

こう ふ

しょうせんきょう

こう ふ にら さき

こう ふ

うし く

う つ やうし く

19



国道２０号 新笹子トンネル改修

【事業の概要】

し ん さ さ ご

国道２０号新笹子トンネル改修は、老朽化が著しく、また断面不足により背高コンテナ

の通行に支障をきたしている、山梨県大月市笹子町黒野田から甲州市大和町初鹿野の

新笹子トンネルと、甲州市大和町初鹿野地先の観音トンネルの改修を行う事業です。

新笹子トンネルについては、別線でトンネルを新設、観音トンネルについては、別線で

橋梁を新設する計画としています。

しん ささ ご

お お つ き さ さ ご まち く ろ の だ こ う し ゅ う や ま と ちょう

大月市

笛吹市

勝沼ＩＣ

至 甲府

甲州市

国道20号 トンネル新設

（新笹子トンネル）

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

大
月
市
笹
子
町
黒
野
田

お
お
つ
き

さ
さ

ご

ま
ち
く
ろ

の

だ

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ
か
の

延長 3.3km

しん ささ ご

はじ か の

凡 例

事業中

【事業の効果】

新笹子トンネル改修が完成することにより、通過交通の安全を確保することができます。

背高コンテナ等の大型車の通行も可能になることから、広域物流支援につながること
が期待されます。

○

○

国道20号 橋梁新設

（観音トンネル）

延長 0.3km

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ
か

の

か ん の ん

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野

こ
う
し
ゅ
う

や
ま
と
ち
ょ
う

は

じ
か
の

至 東京

【新笹子トンネルの改修計画断面】

か ん の ん

し ん さ さ ご

改築事業

しん ささ ご こ う し ゅ う や ま と ちょう は じ か の

しん ささ ご か ん の ん

新笹子トンネル起点側工事状況 令和５年２月撮影

至 甲府

至 東京

【令和５年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収、改良工事、トンネル

工事を推進します。

令和５年度事業費：２０．３６億円

新笹子トンネル改修
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国道２０号 大月バイパス

引き続き、台帳作成、改良工事を推進します。

おお つき

【令和５年度の予定】

国道２０号大月バイパスは、大月市内の市街地の

混雑緩和と交通安全の確保を目的とした、大月市

駒橋から同市大月町花咲までの延長３．２ｋｍのバ

イパス事業です。

大月市大月二丁目（国道１３９号）から大月市大月

町花咲（中央自動車道・大月IC）間が令和４年４月２

３日に開通したことにより、大月バイパスは全線開

通しました。

おお つき まち

【事業の効果】

大月市中心部の交通渋滞の緩和、通学路などの交通量減少による安全性の向

上などの効果が期待されます。

世界遺産の富士山周辺の観光地へのアクセス性の向上が期待されます。

○

○

延長１．５㎞ 延長０．６㎞

国道20号 大月バイパス 延長３．２㎞

お
お
つ
き

こ
ま
は
し

大
月
市
駒
橋

お
お

つ
き

お
お
つ
き
ま
ち
は
な
さ
き

大
月
市
大
月
町
花
咲

凡 例

開通済

令和４年４月２３日開通

おおつき

平成23年2月開通

おお つき

【事業の概要】

大月バイパス終点部付近 令和４年10月

（八王子方面を望む）

はな さき

おおつき おおつき

こ ま は し

改築事業
令和５年度事業費：０．６１億円

おお つき

平成18年7月開通

おお つき

はな さき

大月バイパス
おおつき

延長１．１㎞

至 東京

至 甲府

大月ＩＣ
おおつき

かみおおつき

大月市

都留市

坂瀬

駒橋

花咲

至 長野

至 東京

桂川

大月東詰交差点

お
お
つ
き

大
月
二
丁
目

至 富士吉田

おお つき おお つき

まち おお つき

おお つき
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国道５２号 上石田改良

【事業の概要】

かみ い し だ

国道５２号上石田改良は、甲府市富竹一丁目から

甲府市寿町に至る延長１．０ｋｍの道路拡幅事業です。

平成２６年４月２１日には、甲府市上石田一丁目から

甲府市寿町間の延長０．７５ｋｍの４車線化が完了して

います。

貢川交番前交差点 交通状況 令和5年2月撮影

こ う ふ とみ たけ

国道52号 上石田改良 延長１．０ｋｍ

延長０．２５㎞
事業中

至

甲
斐
市

至

甲
府
市
役
所

こ
う

ふ

と
み
た
け

甲
府
市
富
竹
一
丁
目

こ
う
ふ

こ
と
ぶ
き
ち
ょ
う

甲
府
市
寿
町

こ
う

ふ

か
み
い
し
だ

甲
府
市
上
石
田
一
丁
目

凡 例

事業中

かみ いし だ

開通済

かみ いし だ

ことぶきちょう

かみいし だ

【事業の効果】

甲府市街地の交通渋滞の緩和、歩道設置等による歩行者の交通安全確保など

が期待されます。

貢川交番南
交差点

寿交番前
交差点

荒川橋東詰
交差点

貢川橋
西詰

交差点

上石田
一丁目
交差点

貢川交番前
交差点

貢川
交差点

前田橋南
交差点

延長０．７５㎞
H26.4.21  ４車線化済

こう ふ

こ う ふ

改築事業

かみ いし だ こう ふ とみ たけ

至 甲府市役所

至 甲斐市

こ う ふ

こ う ふ

ことぶきちょうこ う ふ

く がわ

【令和５年度の予定】

令和５年度事業費：１．３４億円

甲府市上石田一丁目から甲府市富竹一丁目に至る

延長０．２５ｋｍにおいて、調査設計、用地買収、改良

工事を推進します。

上石田改良
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国道１３８号新屋拡幅は、富士吉田市上吉田七丁目

から富士吉田市上吉田堰林に至る延長２．６ｋｍの道

路拡幅事業です。

令和３年１１月２日に富士吉田忍野スマートIC入口

交差点の改良が完成しています。

国道１３８号 新屋拡幅

【事業の概要】

あ ら や

【令和５年度の予定】

令和５年度事業費：４．５４億円

引き続き、調査設計、用地買収、改良工事、電線共同溝工事を

推進します 。

①
至 富士河口湖町

至 御殿場市

あら や ふ じ よし だ

富士浅間神社前付近の交通状況 令和５年２月撮影

【事業の効果】

富士吉田市街地の交通渋滞の緩和、歩道整備による歩行者の交通安全確保及

び災害時の避難路確保などが期待されます。

かみ よし だ

せき ばやし

ふ じ よし だ

改築事業

ふ じ よし だ かみ よし だ

至 富士河口湖町

至 御殿場市

②

富士吉田忍野スマートＩＣ入口交差点の状況 令和5年３月撮影

ふじせんげんじんじゃ

新屋拡幅

忍野村

山中湖村

富士吉田市

至 富士河口湖町 至 大月市 至 大月市

至 御殿場市

至

富
士
河
口
湖
町

北口本宮
富士浅間神社

道の駅
富士吉田

富士山レーダードーム館
富士山ミュージアム

ふじさん

あ
ら

や

国
道

号

新
屋
拡
幅

延
長

138

2.6
km

ふ じ よし だ かみよし だ

富士吉田市上吉田七丁目

ふ じ よし だ かみよし だ せきばやし

富士吉田市上吉田堰林

先
行
整
備
区
間

延
長
0.9
km

先行整備箇所
かみじゅく

（上宿交差点）

先行整備箇所
あら や

（新屋交差点）

ふ じ よし だ おし の

富士吉田忍野スマートＩＣ

ふ じ み こう えん まえ

富士見公園前
交差点

ふ じ よし だ おし の

富士吉田忍野
スマートＩＣ入口交差点

①

②

凡 例

事業中

ふ じ み みなみ

富士見バイパス南
交差点

かみじゅく

上宿交差点

ふ じ よし だ おし の

ふ じよし だ おしの
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国道１３９号 都留バイパス

【事業の概要】

つ る

【令和５年度の予定】

国道１３９号都留バイパスは、都留市十日市場から都留

市田野倉に至る延長８．０ｋｍのバイパス事業です。

平成２２年度までに、主要地方道都留道志線から主要地

方道四日市場上野原線までの延長５．６ｋｍが開通しています。

都留市十日市場から都留市上谷六丁目、都留市井倉

から都留市田野倉の一部区間において調査設計、改良

工事を推進します。

つ る どう し

よ っ か いち ば

令和５年度事業費：０．９０億円

つ る

つ る と お か い ち ば

う え の は ら

た の くら

とお か い ち ば

【事業の効果】

都留バイパスの整備により交通の転換が図られ、国道１３９号（現道）の混雑緩和、

交通事故の減少が期待されます。

つ る

田原地区の歩車分離完成 令和４年２月撮影

改築事業

つ る い ぐら

つ る つ る

至 富士吉田市至 大月市

つ る た の くら

つ る かみ や

たはら

都留バイパス

至 大月市

至 富士吉田市

田野倉

壬生

赤坂

都留

谷村町

都留分科大学前

十日市場

四日市場上野原線

大月署
都留分庁舎

都留市役所

井倉高架橋

都留第二トンネル

玉川橋

聖川橋

菅野川橋

都留トンネル

市総合
運動公園

都留ＩＣ

つ

る

国
道

号

都
留
バ
イ
パ
ス
延
長

139

8.0
km

つ る た の くら

都留市田野倉

つ る とお か いち ば

都留市十日市場

つ る い ぐら

都留市井倉

つ る かみ や

都留市上谷六丁目

延
長
1.2
km

延
長
5.6
km

延
長
1.2
km

事
業
中

事
業
中

開
通
済

都留市

大月市

戸沢川

柄杓流川
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中部横断自動車道は、静岡県静岡市を起点とし、山梨

県甲斐市を経由し長野県小諸市に至る延長約１３０ｋｍ

の高速自動車国道です。

山梨県区間の富沢ＩＣから六郷ＩＣの２８．３ｋｍについて

は、平成１７年度より直轄高速事業として着手し、南部ＩＣ

から下部温泉早川ＩＣ間が令和３年８月２９日に開通した

ことにより、全線開通しました。

引き続き、調査設計、改良工事を推進します。

【令和５年度の予定】

中部横断自動車道（富沢～六郷）

【事業の概要】
しずおか

か い こ もろ

とみ ざわ ろく ごう

令和５年度事業費：７．５０億円

ちゅう ぶ

【事業の効果】

○東海地震等による広域的な災害時の救急・救援ルートとして機能します。

○地域間をつなぐ高速道路ネットワークの形成が図られ、広域的な物流体系や観光

周遊ルートの形成などにより、地域を支える産業・雇用等の創出に寄与します。

改築事業

とう かい

南部ＩＣ付近 令和4年10月撮影

ちゅう ぶ とみ ざわ ろく ごうおう だん

おう だん

しも べ おん せん はや かわ

なん ぶ

至 中央道

至 新東名

中
部
横
断
自
動
車
道

（富
沢
～
六
郷
）

令和元年11月17日
開通

延長6.7km

南部町

身延町

早川町

市川三郷町

富沢ＩＣ

南部ＩＣ

身延山ＩＣ

下部温泉早川ＩＣ

中富ＩＣ

六郷ＩＣ

至

新
東
名

至

中
央
道

み
な
み
こ

ま

な
ん

ぶ
ち
ょ
う

南
巨
摩
郡
南
部
町

ちゅう ぶ おう だん じ どう しゃ どう とみ ざわ ろく ごう

中部横断自動車道（富沢～六郷） 延長28.3km に
し
や
つ
し
ろ

い
ち
か
わ

み

さ
と
ち
ょ
う

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町

令和3年8月29日開通

延長13.2km

平成31年3月10日開通

延長8.4km

凡 例

開通済
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当該箇所は、国道２０号の上野原市四方津地区のJR四方津駅前に位置し、近傍に

は、上野原市立西小学校が立地し、上野原市バリアフリー基本構想で重点整備地区

に位置づけられている区間です。また、通学路に指定されていますが、歩道が未整

備であり、歩行者の安全性が確保されていない状況です。

本事業は、歩道新設を行い、歩行者が安全・安心に通行で

きる歩行空間の確保を行うものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収及びJR四方津駅前からコモ

アブリッジ間について工事を推進します。

国道２０号 四方津地区歩道整備

四方津地区
歩道整備

【事業の効果】

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者等

の安全・安心の向上が期待されます。

令和５年度事業費：３．１０億円

し お つ

至 甲府

至 東京

うえ の はら し お つ

6.8m

用地境界
用地境界

交通安全事業

歩道未整備状況
［2015年3月撮影］

現況 計画

至

甲
府

既設歩道既設歩道

ＪＲ四方津駅

コモアしおつ入口交差点

歩道整備延長L≒0.3ｋｍ

至

東
京

事業箇所（歩道整備）

コモアブリッジ

し お つ

し お つ
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当該箇所は、国道２０号の大月市初狩地区に位置し、家屋が連担している地域で

すが、歩道が未整備であり、歩行者の安全性が確保されていない状況です。

本事業は、歩道の新設及び拡幅を行い、歩行者が安全・安心に通行できる

歩行空間の確保を行うものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

引き続き、調査設計、用地買収及び工事を推進します。

国道２０号 初狩地区歩道整備

【事業の効果】

当該区間に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・ 安心の向上が期待

されます。

令和５年度事業費：０．７１億円

はつ かり

おお つき はつ かり

初狩地区
歩道整備

歩道未整備状況

現 況 計 画

交通安全事業

［2014年3月撮影］

至 甲府

至 東京

事業箇所（歩道整備）

唐沢橋

既設歩道

既設歩道

至

東
京

至

甲
府

歩道整備延長L≒０.２ｋｍ

歩道整備延長L≒０.２ｋｍ

←

唐
沢
川

市
道
神
戸
中
線

市
道
神
戸
下
線
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交通島

一ツ谷交差点

歩道

至

北
杜

危
険

危
険

滞留による追突事故
対策：左折レーン設置

至

甲
府

至 韮崎市街地

危
険

左折車両が続くと直進が阻
害され渋滞の原因となる
対策：左折レーン設置

当該箇所は、国道２０号韮崎市一ツ谷地先に位置し、国道２０号から国道１４１号韮崎
ＩＣ方面へ右左折する車両が多く、直進車両の進行を阻害している交差点であり、車両
の滞留による追突事故が多発しています。

本事業は、左折路の新設及び右折レーンの延伸を実施し、車両の渋滞の緩和を行
い、追突事故の低減を図るものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道２０号 一ツ谷交差点改良

【事業の効果】

令和５年度事業費：１．１０億円

ひと つ や

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上

が期待されます。

調査設計、用地買収及び工事を推進します。

にら さき ひと つ や

交通安全事業

一ツ谷交差点改良

［令和４年３月撮影］

⾄ 甲府

⾄ 北杜

にら さき

滞留による追突事故
対策：右折レーン延伸

危
険
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広瀬交差点改良

当該箇所は、国道２０号笛吹市石和町広瀬地先に位置し、国道２０号と市道富士見通
りが斜めに交差しており、右左折時の視認性が悪く横断する自転車との接触事故が多
発しています。また、斜め交差の影響で本線の停止線間が大きく、停止線付近での追突
事故が発生している状況です。

本事業は、横断歩道や停止線の位置を前出しし、交差点のコンパクト化、視認性の向
上を図る他、路面表示による走行車両への注意喚起や、右折時の走行軌跡の改善を行
うものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道２０号 広瀬交差点改良

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．３０億円

ひろ せ

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上が

期待されます。

調査設計、工事を推進します。

ふえ ふき いさ わ ひろ せ

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

ふ じ み

至

大
月

交通島

交通島

至

甲
府

危
険

危
険

斜め交差の為、前方の車両で視認
性が悪く、直進車と右折車の事故

右折直後に歩行
者・自転車と事故

危
険

国道と市道が鋭
角に交差する。

広瀬交差点

⾄ 甲府

⾄ ⼤⽉

29



当該箇所は、国道２０号甲斐市竜王地先に位置し、国道２０号と甲斐市道２路線が近
接する交差点で、市道から国道下り線への合流は、国道が上り勾配で、かつ北側交差
点は鋭角で交差しており、追突事故が多発しています。

本事業は、交差点の集約化、右折レーンの延伸を実施し、事故対策を図るものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道２０号 三社神社入口交差点改良

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．３０億円

さん じゃ じん じゃ いり ぐち

交差点形状の見直しを行うことにより、事故発生を軽減し、安全性の向上が

期待されます。

調査設計、工事を推進します。

か い りゅう おう

交通安全事業

三社神社入口
交差点改良

［令和４年３月撮影］

至

甲
府

至

北
杜

危
険

直進車両と右折車両の
事故。

危
険

危
険

前方の車両が前進したと思い、右方
向を確認しながら前進したら、前方
にまだ車両が停車しており追突。

国道へ出た直後、上り坂
で速度がのらず、後続車
両が追突。

5％の上り勾配

か い

② ⾄ 北杜

⾄ 甲府

① ⾄ 北杜

⾄ 甲府
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万沢地区歩道整備

当該箇所は、国道５２号南巨摩郡南部町万沢地区に位置し、前後は歩道が整備され
ている区間ですが、歩道が未整備であり、大型車両が通過する真横を歩行者が通行す
るなど危険な状況です。また近年は登山を行う目的で、当該箇所を利用する歩行者が
増加傾向となっています。

本事業は、歩道を新設することにより、安全で安心な歩行空間を確保するものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道５２号 万沢地区歩道整備

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．２０億円

まん ざわ

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・安心の向上が期待されます。

調査設計を推進します。

みなみ こ ま ぐん なん ぶ まん ざわ

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

⾄ 静岡

⾄ 甲府

至

静
岡

事業箇所

（歩道整備）

0.1ｋｍ
至

甲
府

既設歩道既設歩道
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南都留郡山中湖村の山中湖畔を一周するサイクリングロードにおいて、一部未整備と

なっている国道区間があり、自転車及び歩行者が国道を通行する自動車と併走しており、

安全が確保されていない状況です。

本事業は、自転車歩行者道の新設を行い、自転車利用者及び歩行者が安全・安心に

通行できる空間の確保を行うものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道１３８号 山中湖自転車歩行者道整備

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．６０億円

や ま な か こ

○ 当該区間に自転車歩行者道が整備されることにより、歩行者、自転車の安全性向

上が期待されます。

○ 山中湖を一周するサイクリングロードが完成し、周遊観光のネットワークが形成され

ます。

引き続き、調査設計、工事を推進します。

②交通状況（未整備区間）

やま なか こみなみ つ る

交通安全事業

至：富士吉田市

至：御殿場市

山中湖

［2018年4月撮影］

凡 例
：自転車歩行者道整備済（国）
：自転車歩行者道整備中（国）
：自転車道整備済（山梨県）

①

②

①整備済み区間

至：富士吉田市

至：御殿場市

［2021年10月撮影］

山中湖

山中湖自転車
歩行者道整備

出典：国土地理院地図

やま なか こ
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当該箇所は、国道１３８号南都留郡山中湖村山中に位置し、周辺には山中湖があるこ
とから観光シーズンには多くの観光客が訪れる地区です。国道１３８号下り線について
は、前後区間の歩道は整備されていますが、当該箇所には歩道が設置されておらず、
観光客が車道を歩いているなど危険な状況です。

本事業は、歩道を新設することにより、安全で安心な歩行空間を確保するものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道１３８号 明神前歩道整備

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．２０億円

みょう じん まえ

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者の安全・安心の向上が

期待されます。

調査設計を推進します。

みなみ つ る やま なか こ やま なか

交通安全事業

［令和４年３月撮影］

明神前交差点

山中湖

既設歩道

←事業箇所（歩道整備）→

延長L≒0.5ｋｍ

⾄

御
殿
場

⾄

富
⼠
吉
⽥

明神前歩道整備

やま なか
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当該箇所は、国道１３９号富士吉田市内の歩道未設置の区間です。大型車両やバス
の通行が多い状況です。また、平成２９年～令和２年の事故発生状況は追突事故が５
件、人対自動車事故が３件、自転車対自動車事故が１件と歩行者及び自転車の安全が
確保されていない状況です。

本事業は、歩行者及び自転車の安全性を確保するため、歩道整備を行うものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

国道１３９号 上暮地歩道整備

【事業の効果】

令和５年度事業費：０．２５億円

かみ くれ ち

当該箇所に歩道が整備されることにより、歩行者等の安全・安心の向上が

期待されます。

調査設計、用地買収を推進します。

ふ じ よし だ

交通安全事業

上暮地歩道整備

⾄ ⼤⽉

⾄ 静岡

現況：歩道無し＋狭隘
延長：1.1km 計画：歩道設置(幅員1.0m)

富士
小学校

至

静
岡

至

大
月

市
道
富
士

小
学
校
東
線

上暮地郵便局

町道池の頭線
市
道
寿
町

東
1
号
線

市
道
寿
町

中
央
通
り
１
号
線

上
暮
地
歩
道
橋

市
道
寿
町

中
央
通
り
２
号
線

上暮地

整備済 整備済

整備済

整備済

整備済

整備済

整備済整備済

整備済整備済

現況：歩道無し＋狭隘
延長：1.1km 計画：歩道設置(幅員1.0m)

整備済

139

整備済
市
道
寿
町

本
町
通
り
線
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道の駅「富士川」

当該箇所の道の駅「富士川」は、南巨摩郡富士川町青柳地内に位置し、増穂地区河
川防災ステーション、中部横断自動車道増穂パーキングエリアと一体的に整備された道
の駅で、国道５２号や中部横断自動車道から直接アクセス可能となっております。

現在、道の駅「富士川」は、中部横断自動車道（山梨－静岡間）の開通に伴う利用者
の増加や、「防災道の駅」の選定により、広域的な防災拠点としても更なる機能強化の
ニーズが高まっている状況です。

本事業は、駐車スペース増設及び連絡橋の整備を行い、道の駅としての機能強化を
図るものです。

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

道の駅「富士川」

【事業の効果】

ふ じ かわ

駐車スペース増設により、駐車場の混雑緩和と防災機能強化が期待されます。

調査設計を推進します。

みなみ こ ま ふ じ かわ あお やぎ

交通安全事業

［令和４年２月撮影］

ます ほ

⾄ 静岡 ⾄ 甲府

道の駅富⼠川
第⼆駐⾞場予定地

⼀般国道52号

中部横断⾃動⾞道

←釜無川

道の駅富⼠川

連絡橋

ふ じ かわ
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埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

山梨県の中枢都市である甲府市を中心に隣接する笛吹市・甲斐市・及び韮崎市の

国道２０・５２号において、市街地やその周辺地区の経済活動・防災対応の拠点とな

るエリアを無電柱化することにより、安全で快適な歩行空間の確保並びに災害時に

おける緊急輸送道路の確保を図るとともに、良好な都市景観の形成に向けたまちづ

くりを支援するものです。

令和５年度事業費：６．３１億円

【事業の概要】

【令和５年度の予定】

電線共同溝事業（甲府圏域エリア）

甲府圏域エリア

■電線共同溝の整備イメージ ■状況写真（国母電線共同溝)

こ う ふ

ふえ ふき

【事業の効果】

無電柱化事業

（国道２０・５２号）

道路沿いの電柱・電線類 ［令和５年２月撮影］

電線共同溝の整備により、道路の防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保、

良好な景観の形成等に寄与することが期待されます。

竜王

甲斐
延長2.6km

甲府徳行
延長3.4km

甲府国母
延長2.3km

甲府住吉
延長4.4km

甲府
延長2.8km

甲府・笛吹

四日市場

国道52号
丸の内
寿町
宝

上石田

事業内容箇所名

本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道 ２０ 号 甲府電線共同溝

調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道 ２０ 号 甲府住吉電線共同溝

調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道 ２０ 号 甲府国母電線共同溝

本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道 ２０ 号 甲府徳行電線共同溝

本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道 ２０ 号 甲斐電線共同溝

こう ふ すみよし

こう ふ とくぎょう

こう ふ こく ぼ

こう ふ

⾄ ⻑野

⾄ 東京

事業区間

■甲府圏域エリアの整備状況

か い

こう ふ か い にら さき

事業区間（完成）

【凡 例】

韮崎

上阿原町
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事業内容箇所名

調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道１３９号 本栖精進電線共同溝

調査設計、本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道１３９号 鳴沢電線共同溝

本体工事（引込連系管路工事等を含む）を推進国道１３９号 富士北麓（２）電線共同溝

令和５年度事業費：４．９７億円

【事業の概要】

国道１３９号、山梨県南都留郡河口湖町本栖（静岡県境）～

南都留郡鳴沢村～富士吉田市上吉田間において電線共同

溝を整備するもので、富士北麓地域の景観の向上及び、安全

で快適な歩行空間の確保並びに災害時における緊急輸送道

路の確保を図るものです。

電線共同溝事業（富士北麓エリア）
ふ じ ほく ろく

■状況写真

なる さわ

も と すかわ ぐち こ

かみ よ し だ

富士山の眺望を阻害する電柱電線類
［令和５年２月撮影］

【事業の効果】

電線共同溝の整備により、道路の防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保、

良好な景観の形成等に寄与することが期待されます。

ふ じ よ し だ

もと す しょうじ

なるさわ

みなみ つ る

本栖精進
電線共同溝

鳴沢
電線共同溝

延長9.0km 延長6.0km

富士北麓(2)

電線共同溝
富士北麓

電線共同溝

延長7.1km 延長7.4km

【凡 例】

事業区間

事業区間(完成)

⾄ 御殿場 ⾄ 富⼠

無電柱化事業

（国道１３９号）

富士北麓圏域エリア

【令和５年度の予定】

■富士北麓圏域エリアの整備状況

ふ じ ほくろく
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道路維持管理（日常の管理）

【日常管理】

一般交通に支障をきたさないよう道路を常時良好な状態に保ち、道路利用者などに

対して安全で円滑な交通を確保するために、道路巡回、道路清掃、除草、及び樹木

の剪定・伐採などの各作業を実施します。

また、除雪については、関係機関と連携しながら、必要に応じて災害対策基本法に

基づく指定区間の通行止めや車両移動等を行い、着実かつ効率的な除雪作業を実

施します。

道路巡回状況

除草作業状況

道路清掃作業状況

除雪作業状況

樹木剪定状況 緊急対応状況（落下物処理）
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令和５年度の道路調査の見通しについて（ネットワーク）
「令和５年度関東地方整備局関係予算の概要について」山梨県該当部分を抜粋

個別路線の事業化に向けて、ルート・構造検討に係る調査等を進めます。

主な調査箇所は、下記の通りです。

【主な調査箇所】

山梨県・長野県 中部横断自動車道 長坂～八千穂

○近年の激甚化する自然災害の状況を踏まえ、中央道軸の機能強化を検討するとともに、管内の
事前通行規制区間については、解消に向け課題の整理やデータ収集・分析などの基礎的な調査を
実施します。

○その他の未整備区間についても、当該地域の交通状況、社会経済状況や道路網の課題等を調査
し、優先区間の検討や道路網の中での必要性・整備効果の整理等を進めます。

○さらに、渋滞や交通安全など、地域における道路交通に関する課題、サービスレベルを把握す
るためのデータ収集・分析等を行うとともに、路線の必要性、緊急性、妥当性に関する基礎的な
調査を実施します。

路
線
の
必
要
性
・効
果
の
調
査

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
調
査

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

（計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

概
略
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

（
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

詳
細
ル
ー
ト
・構
造
の
検
討

都
市
計
画
・環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

進
め
る
た
め
の
調
査

新
規
採
択
時
評
価

新
規
事
業
化

＜道路調査の流れ＞

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

ちゅうぶ ながさか や ち ほ
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中部横断自動車道（長坂～八千穂）【調査中】

○ 中部横断自動車道の長坂～八千穂間については、令和元年８月に山梨県及び長野県が環
境影響評価方法書の公告・縦覧を実施。

○ 令和４年度は、都市計画及び環境影響評価の手続きに必要となる詳細ルートの検討や環境
調査を実施中。

【環境影響評価・都市計画手続きの流れ】

現時点

環境影響評価の⼿続き

調査・予測・
評価等の実施

都市計画決定の⼿続き
地域の皆様等からのご意⾒

対
応
⽅
針
の
決
定
等

事
業
着
⼿

都市計画
の決定

都市計画
審議会

都市計画
の案

ルートの
原案

配慮書 ⽅法書 準備書 評価書

【1kmルート帯及びICの概略位置】
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河川管理の効率化・高度化を目的とした取り組みを実施しています。

従来、情報ごとに整理されていた構造物等の諸元や範囲のデータを統合化

した３次元河川管内図の整備に取り組んでいます。

３次元河川管内図にはデータを可視化する「閲覧機能」、「GIS 機能」、「検索

機能」が備わっており、様々な情報を一括管理することができます。

各資料から統合化へ～3次元河川管内図～

インフラDX（河川事業）

起工測量 完成図

ICT施工による基礎データなど

管内図

現地写真

図面

測量データ

３次元河川管内図

従来は２次元のデータであった検討を３次元データを扱うことにより、現地条件を踏まえ

た流出解析や堤防位置・護岸構造の確認を詳細に実施することが出来る。

また、視覚的に分かりやすく表現することができるため、地元説明や関係調整等におい

て効果的な資料とすることが出来る。

検討業務における３次元データの活用

従来の２次元的平面図 ３次元で表現した検討図３次元モデル

41



点群データに工程表を付随させる

３次元設計データに工程表を
属性情報として持たせる。

工種ごとに掛かる日数といった、全体的な
工程バランスを把握しやすくなります。

３次元データを活用した工程管理

ＩＣＴ建設機械を活用することは、丁張りの設置が不要となるため作業の効率

化だけでなく、一定以上の品質確保や安全性の観点からも有効です。

３次元モデルを活用することで平面的な図面とは違い、掘削時の断面形状や

直接は見ることが出来ない細部まで確認が容易になります。 また、受発注者

双方において計画段階からより正確な施工イメージを共有することで最適な現

場管理に反映することが可能となります。

ＩＣＴ建設機械による施工

河道整正工施工箇所の３次元設計データ ＩＣＴ建設機械による法面整形状況
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インフラDX（道路事業）

or

＋
３次元変換

出典︓FUJIFILM

重ね合わせ

画像
処理

３次元モデル
属性情報
(施⼯)

属性情報
(設計)

属性情報
(管理)

・部材情報
・規格

A1-P1径間 G2桁

３次元CIMモデル

UAV

・品質試験結果
・材料試験結果
・出来形成果表

等

中部横断道⻑⼾川橋３次元CIMモデル
（PC5径間連結ポステンコンポ橋）

⽀承P1L-3

・ 属性情報（設計）
・ 属性情報（施⼯）
・ 属性情報（管理）

・ 属性情報（設計）
・ 属性情報（施⼯）
・ 属性情報（管理）

剥落箇所

点群データによる変状確認 画像処理によるひび割れ検出

等

・点検結果

等

管理用３次元CIMモデルの作成イメージ ３次元CIMモデルへの点検結果の格納イメージ

３次元点検結果設計及び施⼯の属性情報格納した３次元モデルに
管理の属性情報を付与

【施⼯→管理の取組】 管理⽤３次元CIMモデルへの３次元点検結果の格納試⾏

【設計の取組】 ３次元CIMモデルの作成・活⽤

施工条件の確認（重機配置の検討）施工条件の確認（架設時の俯角確認）

排水管
上部構造検査路

下部構造検査路

排⽔管部も通⾏
可能なことを確認

維持管理性の確認（検査路の動線確認） 交差道路との建築限界確認配筋の干渉確認

台座鉄筋

梁の鉄筋

～建設生産・管理システム全体の生産性向上に向けて～
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照明車（２台） 対策本部車（１台） 待機支援車（１台）

通信衛星車（１台） 排水ポンプ車（１台）

照明灯
1,200w×6灯 1台
2,000w×6灯 1台

約20m2の
作業スペース
(10名程度収容)

最大6名分の
仮眠ベッドを確保

排水能力
30m2/min 3台
60m2/min 1台

地域防災の取り組み

【ＴＥＣ-ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）】
TEC-FORCEは､大規模自然災害が発生､又は発生する

おそれがある場合に、地方公共団体等が行う災害応急対
策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施すること
を目的としたものです。

国土交通省､国土技術政策総合研究所､国土地理院､地
方整備局､気象庁に設置され､大規模自然災害が発生した
ときは､被災地にＴＥＣ－ＦＯＲＣＥを派遣し､被害状況の調
査､被害の拡大防止､早期復旧に関する地方公共団体の
支援を行います。

甲府河川国道事務所では、平成３０年２月の福井県豪雪
及び平成３０年７月中国・四国豪雨では、被災地にＴＥＣ－
ＦＯＲＣＥ隊員を派遣し支援を行いました。

【災害対策用機械】 甲府河川国道事務所に配備

甲府河川国道事務所には、以下の災害対策用機械が配備されています。
令和元年１０月の台風１９号では、排水ポンプ車等の派遣を行いました。

災害対策用機械は、地方公共団体の要請により貸付が可能です。年に１度の頻
度で、災害時対応職員及び甲府河川国道事務所災害協力協定会社と合同の操作
訓練を行っています。

被災状況調査(土砂崩落)

被災状況報告
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佐久小諸JCT

八千穂高原IC

長坂JCT（仮称）

双葉JCT

富沢IC

六郷IC

新清水JCT

清水JCT

上越JCT

下部温泉早川IC

南部IC

更埴JCT

福島県

新潟県

栃木県

群馬県

千葉県

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

山形県

清水港

横浜港

川崎港

東京港
千葉港

新潟港

長
野

自
動
車
道

新東名高速道路

北関東自動車道

中部横断自動車道の概要

広 域 図

（中央自動車道）

上
信
越
自
動
車
道

R3.8.29
開通

中
部
横
断
自
動
車
道

NEXCO管理

NEXCO管理

28.3km

都計
アセス推進

国管理

国管理

85.8km

46.1km

22.4km

25.3km

20.7km

13.2km

国際戦略港湾 国際拠点港湾
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延
長

平
成
31
年

3
月
10
日
開
通

8.4
km

延
長

令
和
３
年

８
月
29
日
開
通

13.2
km

6.7
km

延
長

平
成
31
年
3
月
10
日
開
通

中央市

市川三郷町
富士川町

身延町

富士宮市

南部町

富沢IC

南部IC

身延山IC

下部温泉早川IC

中富IC

六郷IC

増穂IC
中
部
横
断
道

新清水JCT

新清水IC

中
部
横
断
道
（
新
清
水

～
双
葉

）

延
長

約

74
km

JCT

JCT

令
和
元
年

11
月
17
日
開
通

静岡市

清水いはらIC

清水JCT

清水IC新静岡IC

南アルプスIC

白根IC

双葉JCT

甲府昭和IC

甲府南IC

双葉SIC

笛吹八代SIC南アルプス市

甲府市
昭和町

富士川SIC

清水港

山梨県

静岡県

A

①

⑤

③

④

②Aʼ

有
料
区
間
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
管
理
）

延
長

25.3
km

無
料
区
間
（
国
土
交
通
省
管
理
）

延
長

28.3
km

有
料
区
間
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
管
理
）

延
長

20.7
km

両河内SIC
（仮称）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

中部横断道の交通量の変化 平日・全車

NEXCO中日本

凡例

国 土 交 通 省

中部横断道

[R3.8.29開通区間]
国 土 交 通 省

高 速 道 路
国 道 5 2 号
国 道

中 部 横 断 道
国 道 5 2 号

［交通量観測地点］

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

（
台
／
日
）

新清水JCT～富沢IC
下部温泉早川IC～六郷IC

H31.3.10開通

富沢IC～南部IC
R1.11.17開通

南部IC～下部温泉早川IC
R3.8.29開通

中部横断道の交通量変化

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

（
台
／
日
）

断面交通量の変化（A－A’断面）

⑤新清⽔JCT〜富沢IC 有料区間

④富沢IC〜南部IC 無料区間

③⾝延⼭IC〜下部温泉早川IC 無料区間

② 下部温泉早川IC〜中富IC 無料区間

① ⽩根IC〜双葉JCT 有料区間

（
台
／
日
）

中部横断道 国道52号

○令和３年８⽉に開通した⾝延⼭IC〜下部温泉早川IC(③) の交通量は、9,200台/⽇。（平⽇全⾞）
○中部横断道（新清⽔JCT〜双葉JCT）の全線開通により、中部横断道の交通量は、開通直前と⽐べて

最⼤約3倍に増加(3,000台/⽇→8,300台/⽇)。 （平⽇全⾞）
○並⾏する国道52号の交通量は、新清⽔JCT〜六郷IC間の開通前と⽐べ、約5割減少

(19,200台/⽇→10,300台/⽇)。（平⽇全⾞）
○中部横断道と国道52号を合計した断⾯交通量は、新清⽔JCT〜六郷IC間の開通前と⽐べ、約1割増加

(19,200台/⽇→20,300台/⽇) 。（平⽇全⾞）

5,400 6,100 5,500 5,300 6,000 6,900 

0

5,000

10,000

15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

6,000 5,600 5,700 
8,700 10,000 

0

5,000

10,000

15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

19,200 
14,100 14,000 13,400 11,400 10,300 

6,000 5,600 5,700 8,700 10,000 

19,200 20,100 19,600 19,100 20,100 20,300 

0

10,000

20,000

30,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

7,700 
9,200 

0

5000

10000

15000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

2,900 3,000 
6,600 

8,300 

0

5000

10000

15000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

3,400 3,400 3,500 4,700 
6,300 

0

5,000

10,000

15,000

3年前 2年前 1年前 開通直前 開通直後 1年後

3年前：H30.9.18(火)～21(金) 開通直前：R3.7.12(月)～16(金)
2年前：R1.9.17(火)～20(金) 開通直後：R3.9.13(月)～17（金）
1年前：R2.9.14(月)～18(金) 1年後 ：R4.8.1 (月)～5（金）

出典：国土交通省、NEXCO中日本
トラフィックカウンターデータ（速報値）

約３割増

約８割増

約３倍増

約８割増

約１割増

約５割減

※交通量は、トラフィックカウンターの計測値から有効数字2桁（1万台以上は3桁）で丸めた値 46



57 

294 

661 

1,696 

25 

122 

350 

1,133 

0 500 1,000 1,500 2,000

静岡東部 ⇔ 関東以北

⻑野・北陸 ⇔ 静岡東部

関東以北 ⇔ 中京以⻄

⻑野・北陸 ⇔ 中京以⻄

開通前（R1.5）

開通後（R4.5）

（台/日）

長野
・北陸

○中部横断道の全線開通後、中部横断道を連続利⽤する⾞両※が約1.７倍に増加。
○中部横断道を挟んで、⻑野・北陸〜静岡東部の⾞両台数が約2.4倍、関東以北〜中京

以⻄の⾞両台数が約1.9倍に増加するなど、中部横断道を活⽤した広域な地域間流動が
形成。

■開通区間を通過する
車両台数の変化
（中部横断道を連続利用する車両※）

■広域な地域間流動の変化 （中部横断道を連続利用する車両※）

山梨県

新清水JCT

静岡県

愛知県

岐阜県

長野県

埼玉県

神奈川県

東京都

中
部
横
断
道

長野・北陸
～静岡東部

約２.４倍

交通流動の変化 ①東名・新東名・中央道と連携した広域流動の増加

清水JCT

静岡
東部

関東
以北

関東以北
～中京以西

約１.９倍

中京
以西

長野・北陸
～中京以西

約１.５倍

■発着地域別車両台数の変化
（中部横断道を連続利用する車両※）

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

双葉JCT 中央道

1,630 

2,708 

0

1,000

2,000

3,000

開通前（R1.5） 開通後（R4.5）

（台/日）

約１.７倍

出典︓NEXCO中⽇本ETCログデータ（ 開通前︓R1.5、開通後︓R4.5 ）
※連続利⽤する⾞両は、ETCを利⽤した⾞両のうち富沢本線料⾦所と富⼠川本線料⾦所を80分以内に 連続して利⽤した⾞両を集計
（ETC2.0プローブデータから算出した旅⾏速度で国道52号等の移動にかかる時間約50分に休憩時間相当の30分を加えた時間）

。【発着地域の分類】
⻑野・北陸 ︓双葉JCT以⻄
関東以北 ︓双葉JCT以東
中京以⻄ ︓新清⽔JCT・清⽔JCT以⻄、静岡東部…新清⽔JCT・清⽔JCT以東

関東以北
～静岡東部

約２.３倍

約２.４倍

約１.９倍

約１.５倍

約２.３倍

富士川本線
料金所

富沢本線
料金所
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中央道

新東名⾼速

東名⾼速

中央道富⼠吉⽥線

⼤⽉JCT双葉JCT

新御殿場IC

新清⽔
JCT

清⽔JCT

東富⼠五湖道路
中
部
横
断
道

須⾛道路・
御殿場BP

1 1 1

4 2 1

4 2

中
京
圏

東
京
圏

中央道

新東名⾼速

東名⾼速

中央道富⼠吉⽥線

⼤⽉JCT双葉JCT

新御殿場IC

新清⽔
JCT

清⽔JCT

東富⼠五湖道路
中
部
横
断
道

中
京
圏

須⾛道路・
御殿場BP

5 1 1

5 2 1

5 2

東
京
圏

○中部横断道が通過する地域は、地形や地質等の特性から事前通⾏規制区間が3箇所存
在しており、過去には⼤⾬により度々通⾏規制が発⽣。

○これらの区間が通⾏⽌めになったとしても、中部横断道を利⽤した事前通⾏規制区間の迂
回が可能となることで、孤⽴集落の発⽣を回避。

○広域ネットワークにおいても、東京圏と中京圏間の⾛⾏経路が９通りから15通りに増加す
ることで、災害時等の通⾏⽌め時のリダンダンシーを確保。

交通流動の変化 ②災害時の代替路として機能

■東京圏から中京圏への走行経路の増加

開通前

通り
9

■国道52号 事前通行規制区間

２.４ｋｍ古屋敷

事前通⾏規制区間
（連続⾬量150mm）
現在暫定運⽤120ｍｍ

六郷IC

南部IC

富沢IC

４.８ｋｍ万沢

事前通⾏規制区間
（連続⾬量200mm）

下部温泉早川IC

１.７ｋｍ逢坂

事前通⾏規制区間
（連続⾬量300mm）

身延山IC

中富IC

約９, ８００人

「古屋敷」と「万沢」が同時に通⾏⽌めになっ
た場合、孤⽴が懸念される⼈⼝

出典︓R2国勢調査より算出

「古屋敷」と「万沢」が通⾏⽌めになったとして
も、中部横断道を利⽤した迂回が可能

孤立集落の発生を回避

■国道52号の雨・災害による
通行規制履歴（H24～R3年度）

R1.5.21に“万沢区間”で事前通⾏
規制（規制時間:4時間）

その間、中部横断道が代替道路と
して機能

■国道52号（万沢） ■中部横断道（富沢IC）

新清水JCT

新清水IC

清水いはらIC

R3.8
開通区間

［中部横断道］ 供用中 事業中 ［高速道路］ 供用中 事業中１ 東京圏からの走行経路の組合せ数

R1.5撮影 R1.5撮影

富士川SIC

中
部
横
断
道

身延町

富士宮市

南部町

山梨県

早川町

富士川町

市川三郷町

静岡県

静岡市

のべ規制時間規制回数規制区間名

65時間30分7回万沢

148時間25分5回古屋敷

NEXCO中日本

凡例

国 土 交 通 省

中部横断道

[R3.8.29開通区間]
国 土 交 通 省

高 速 道 路
国 道 5 2 号
国 道

事前通行規制区間

孤立が懸念
される地域

対象区間︓⾸都圏中央連絡⾃動⾞道（圏央道）から
三遠南信道路まで（中央道・新東名⾼速・東名⾼速利⽤）

開通後

通り
15
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交通流動の変化 ③山梨県内から中京方面への輸送効率化に寄与

中部横断道、
東名・新東名経由

45％中央道経由

55％

中部横断道、
東名・新東名経由

28％

中央道経由

72％

○中部横断道の開通により、⼭梨県峡北・峡中地域から名古屋市までの所要時間が約28分短縮
し、「中央道経由」よりも「中部横断道、東名・新東名経由」の⽅が最短に。

○⼭梨県峡北・峡中地域〜名古屋市間の輸送における中部横断道の利⽤割合が、約２割増加
（28%➔45%）。

○⼭梨県内から中京⽅⾯へのアクセス性が向上し、輸送効率化に寄与。
■山梨県峡北・峡中地域から名古屋市への輸送ルート

中
部
横
断
道

凡例

輸送ルート

中央道利用（約220km）
中部横断道利用（約220km）

・山梨県内の工場から、ケーキなどの商品を全国に向けて出荷しています。中京・関西方面へは
毎日20～30台のトラックで輸送しています。

・中部横断道の開通により、出荷ルートを中央道経由から中部横断道・新東名高速に変更し、中
京・関西方面への輸送時間が約30分短縮しました。

・中央道に比べ、中部横断道や新東名高速はカーブが少なく、デリケートな商品を運んでいるド
ライバーへの負担が軽減されました。

■ 食品製造業者（山梨県甲府市）の声

（R4.6 企業ヒアリング結果）

■輸送ルートの分担率の変化 （山梨県峡北・峡中地域～名古屋市）

出典︓トラプロ®データ（貨物⾞プローブデータ）開通前︓H29.9〜H30.6 開通後︓R3.9〜R4.6 

「中部横断道、東名・新東名経由」
の方が昀短に

山梨県

岐阜県

愛知県

静岡県

長野県

開通前 開通後

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

・峡中地域︓甲府市、南アルプス市、甲斐市、
中央市、昭和町

・峡北地域︓韮崎市、北杜市

中央道

※トラプロ®データ（貨物⾞プローブデータ）より
算出した昼間12時間旅⾏速度により算出

双葉JCT

小牧JCT

豊田JCT

岡谷JCT

新清水JCT

清水JCT

豊田東JCT

中央道経由

約184分※

中部横断道経由が
約２割増加
（28%➔45%）

中部横断道、
東名・新東名経由

約207分➔約179分※

（約28分短縮）

山梨県峡北
・峡中地域

名古屋市
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■中部横断道沿線企業※1と
神奈川県・静岡県・中京圏以西の
取引企業数の変化

■中部横断道沿線企業※1の取引企業数・売上高・従業者数の変化

中央道

神奈川県
取引企業数
54社増

430➔484

群馬県

中部横断道
沿線企業※1

中
部
横
断
道

凡例

企業間取引

中部横断道沿線地域

（億円）（社）

地域産業の活性化 ①企業間取引の拡大

9,307 
10,371 

0

5,000

10,000

15,000

開通前
（H30）

開通後
（R4）

6,177 

8,468 

0

5,000

10,000

開通前
（H30）

開通後
（R4）

約１割増加

19,609 
22,238 

0

10,000

20,000

30,000

開通前
（H30）

開通後
（R4）

（人）

山梨県

■山梨県と静岡県の地域間連携

⼭梨中央銀⾏と静岡銀⾏で包括業務提携
「静岡・⼭梨アライアンス」を締結

R2.10.28

⼭梨県と浜松市との幸福循環地域連携に
関する共同宣⾔

R3.12.17

「”中部横断道が繋ぐ”
⼭梨・静岡連携ものづくり商談会」開催

・アライアンス初の製造業者向け商談会
・約200社の製造業が参加

R4.8.4

※1 「中部横断道沿線企業」 … 峡北・峡中・峡南地域の製造業。
峡北・峡中・峡南地域 甲府市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、

中央市、市川三郷町、早川町、⾝延町、南部町、
富⼠川町、昭和町

※2 「中京圏以⻄」 … 中京圏（愛知県・岐⾩県・三重県）、近畿地⽅、
中国地⽅、四国地⽅、九州地⽅

静岡県
取引企業数
26社増

255➔281

中京圏以⻄※2

取引企業数
114社増

1,219➔1,333

取引企業数 （対全国） 売上高 従業者数

出典︓企業間取引データ（株式会社 帝国データバンク）
開通前︓H30.6時点、開通後︓R4.6時点

出典︓企業間取引データ（ 株式会社 帝国データバンク）
開通前︓H30.6時点、開通後︓R4.6時点

約４割増加
約１割増加

中部横断道の
開通前後で
取引企業数が増加

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

峡北・峡中・
峡南地域
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○⼭梨中央銀⾏と静岡銀⾏は、 R2年に、両⾏の取引先企業の販路拡⼤等などを⽬指す業務提携を
締結。R4年には、静岡・⼭梨両県の地元企業の新たな取引先を求める商談会を開催。

○中部横断道沿線企業は、中部横断道の開通前後で取引企業数・従業者数が約1割増加するととも
に、売上⾼が約4割増加し、経済活動が活性化。



○中部横断道の沿線では、⾼速道路への良好なアクセス性から、企業⽴地が増加。
地域の雇⽤創出に貢献。

○⼭梨〜静岡間の全線開通により、更なる企業⽴地の計画があり、それによる地域の雇⽤創
出、地域の産業振興への貢献が期待。

双葉JCT

増穂IC

南アルプスIC

南アルプス市

富士川町

白根IC

身延町

至 北杜市

市川三郷町

中央市

至

大
月
市

富沢IC

南部IC

身延山IC

下部温泉早川IC

中富IC

六郷IC

南部町

清水港

新清水JCT

中
部
横
断
道
（
新
清
水

～

双
葉

）

④洗口液工場

①化粧品工場

⑨合板工場 ⑩除菌水生成工場

⑪物流センター

⑧物流センター

⑦物流センター

操業・
開設時期所在地業種等NO

R6予定南アルプス市化粧品⼯場①

未定南アルプス市蓄電機器⼯場②

R6予定南アルプス市⼤型商業施設③

R3南アルプス市洗⼝液⼯場④

R6予定甲斐市半導体⼯場⑤

R6予定笛吹市飲⾷料品⼯場⑥

R4中央市物流センター⑦

R2中央市物流センター⑧

R1⾝延町合板⼯場⑨

R2⾝延町除菌⽔
⽣成⼯場⑩

R3南部町物流センター⑪

R2静岡市国際物流
センター⑫

昭和町

早川町

韮崎市

甲府市

静岡市

新清水IC

JCT

JCT

甲斐市

⑤半導体工場

⑥飲食料品工場

笛吹市②蓄電機器工場

⑫国際物流センター

清水いはらIC

■進出企業の声

（R4.3 ヒアリング結果）

地域産業の活性化 ②工場等立地の増加

・製品を国内各所へ出荷する際に
物流コスト低減が期待できる場
所として、アクセス性の良い山
梨県の中部横断道沿線に新工場
を開設しました。

・従業者の半数以上を、山梨県内
から新たに採用しました。今後
も地元雇用を増やし、地域活性
化にも貢献していきたいと考え
ています。

■中部横断道及び周辺高速道路※のIC付近における工場等の近年の立地状況

※ 「中部横断道及び周辺⾼速道路」 …中部横断道、新東名⾼速清⽔連絡路、
中央道（笛吹⼋代SIC〜双葉JCT）

③大型商業施設

進出企業等（予定を含む）

凡例

中 部 横 断
自 動 車 道

高 速 道 路
国 道

工 場 、 物 流

大 型 商 業

R3.8
開通区間

出典︓新聞各紙、各社HP及び発表資料（R4.8時点）

写真提供︓洗⼝液⼯場

両河内SIC
（仮称）

清水IC

富士宮市

静岡県

山梨県
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○⼭梨県の農産物の輸出量は拡⼤傾向であるが、輸送中の品質の維持が課題。
○中部横断道の整備を契機に、清⽔港、静岡中央卸売市場では、農産物の輸出促進を⽬指し、

⼀貫したコールドチェーン※の体制を構築するための冷蔵施設などを整備。

主に静岡 輸出用コンテナ

山梨

長野
新潟

静岡

静岡中央卸売市場

空きスペースが発生

■産地から清水港へのアクセス性向上

輸出用コンテナ

■農産物の輸出促進に向けた取り組み

山梨県

中
部
横
断
道

静岡県

山梨や長野から
清水港への
アクセス向上

清水港

輸出

新潟県

コンテナ詰めが
できる冷蔵施設
を整備

屋外でコンテナ詰め

■山梨県の農産物の輸出量

0.9 3.6
9.9

0.4
2.8

7.6

1.3

6.4

17.6

0

5

10

15

20

H23 H28 R3

その他 モモ ブドウ（億円）

出典︓⼭梨県農政部資料

約１４倍

清水港を活用した輸出の促進 ①農産物の輸出を支えるコールドチェーンの整備

■静岡県の取り組み

静岡中央
卸売市場

開通前

開通後

清水港

輸出

農産物を混載して
輸送効率化を実現

輸出

・中部横断道の開通で山梨や長野からの輸送時間
が大幅に短縮し、鮮度が良い状態で着荷してき
ています。

・ブドウの脱粒などのトラブルも減少しました。

■市場卸売業者（青果物）の声

（R4.2 企業ヒアリング結果）

・シャインマスカットの生産と出荷を近隣の農家と行って
います。出荷の大半は、台湾・香港・タイに向けての産
地直送の輸出で、輸出量は年々増加しています。

・中部横断道の開通で、清水港までの時間が約30分短縮。
畑から輸出先まで一貫したコールドチェーンを組めるよう
になりました。

・清水港からの輸出増加を見越し、耕作面積を拡大し、
生産量を増加させています。

■生産者（輸出事業者）の声

（R4.3 ヒアリング結果）

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

■コンテナ詰めができる冷蔵施設 ■冷蔵・冷凍用コンテナの
電源プラグ

冷蔵・冷凍用コンテナ
の電源プラグを整備

中部横断道

中部横断道

※ コールドチェーン︓冷凍・冷蔵といった所定の温度を維持したまま、⽣産から輸送・保管の流通プロセスを鎖のようにつなげる仕組み

（イメージ）

長野県

中央道

中部横断道の開通を
契機に、一貫したコールド
チェーン体制を構築

山の洲産品の清水港輸出拡大事業

・ ⼭の洲（静岡県、⼭梨県、⻑野県、
新潟県）産品を清⽔港から輸出する
仕組みの構築

・ 鮮度保持技術の実証や輸出先国の
規制等に対応した産地との連携等を
通じ、清⽔港を活⽤した農産物等の
輸出拡⼤

・ R4.9に⼭梨県産のシャインマスカットを
清⽔港からタイへ初めて輸出 注）四捨五⼊の関係で合計値が合わないことがある

（イメージ）
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1.0
1.4

0.0

1.0

2.0

3.0

R2実績 R3実績 R4計画

○⼭梨県の洋菓⼦⼯場は、冷凍ケーキ等の輸出量は増加傾向であり、R4年はコンテナの本数に
換算すると約1,000本を輸出予定。

○輸送ルートは、東京港・横浜港経由が約7割、清⽔港経由が約3割。今後は、中部横断道の
開通によって、輸送効率が⾼まった清⽔港を利⽤した輸出拡⼤に期待。

■洋菓子輸出の輸送ルートと所要時間

清水港

山梨県

静岡県

神奈川県

東京都

中
部
横
断
道

中央道

■清水港利用による輸送の効率化

洋菓子
工場

東京港
横浜港

横浜港

東京港

※1 企業ヒアリングによる運⾏計画時間
（港湾での待機時間を含まない）

※2 ⼀律40km/hと仮定。
※3 企業ヒアリングによるR4計画値。

・山梨の工場で作った商品を東京港・横浜港と
清水港から海外店舗に輸出しています。

・海外店舗は毎年増加しており、それに合わせ
て輸出量も増加してます。

・中部横断道の開通で清水港へのアクセスが良
くなり、計算上では1日に2往復の輸送も可能
となります。

■洋菓子工場の声

（R4.6 企業ヒアリング結果）

■洋菓子輸出量の推移

清水港を活用した輸出の促進 ②洋菓子の輸送効率の向上を支援

洋菓子
工場

清水港

洋菓子
工場

中央道利用

国道52号利用（中部横断道の並行現道）

9時間※4以内
に2往復可能

増加傾向

コンテナ
約1,000本/年を
工場から輸出予定※3

中央道利用

片道 ３時間※1

国道52号利用
（中部横断道の並行現道）

片道 ２.５時間※2

海外店舗
へ輸出

海外店舗
へ輸出

コンテナ
約300本/年を
輸出予定※3

コンテナ
約700本/年を
輸出予定※3

コンテナ
約1,000本/年を
工場から輸出予定

出典︓企業ヒアリング結果
注）数値は対R2実績の

概数

R3.8 開通区間
（南部IC～下部温泉早川IC）

洋菓子
工場 清水港

片道 ３時間※1

片道 ２.５時間※2

片道 ２時間※1

中部横断道利用

中部横断道利用

片道 ２時間※1

時間短縮

※4 『⾃動⾞運転⼿の労働時間等の改善のための基準』（厚⽣労働省）より
「1⽇の運転時間は2⽇平均で9時間が限度」

凡例

輸送ルート

中央道利用（東京港・横浜港利用）
中部横断利用（清水港利用）

洋菓子工場 輸出港
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○⼭梨県と静岡県には、⼤⼿の医療⽤機器メーカーの⼯場が⽴地。
○清⽔港からの輸出額は、H24からR3にかけて約2倍に増加。
○中部横断道の開通に合わせ、中部横断道からのアクセスが良い南部IC周辺に物流セン

ターが開設。
○物流センターでは、医療⽤機器メーカーから製品を搬⼊し、コンテナ詰めを⾏い、清⽔港から

輸出（医療⽤機器の原料の輸⼊も実施）。今後の輸出拡⼤に期待。
■医療用機器輸出の物流ルート

中央市

南アルプス市

市川三郷町

富士川町

身延町

静岡市

静岡県

山梨県

中
部
横
断
道

清水港

物流センター
（R3開設）

■医療用機器の輸出額（清水税関支署）

・中部横断道の開通に合わせて南部IC直近
に物流センターを移転・開設しました。

・昭和町や富士宮市に工場がある大手医療
機器メーカーの製品を取扱い、清水港を
利用して輸出を行っています。

・中部横断道の開通で、工場や清水港との
アクセスが良くなり、輸送の時間も読め
ることから、工程を管理しやすくなりま
した。

・戻りのトラックでは、清水港を利用して
輸入した原料を工場に運んでいます。

■物流事業者（物流センター運営）の声

（R4.6 企業ヒアリング結果）

出典︓貿易統計（財務省）
集計対象︓清⽔税関⽀署取扱の輸出品⽬

（医療⽤⼜は獣医⽤の機器）

283 
335 330 

431 
365 

286 
255 

333 

504 
531 

0

200

400

600

800

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（億円）

南部町

清水港を活用した輸出の促進 ③医療用機器の輸出支援

医療用機器メーカー
（富士宮市） R4.8撮影

■物流センター （南部町）

医療用機器メーカー
（昭和町）

輸出入

往路は「医療用機器」、
復路は「原料」を輸送

「医療用機器」を輸出
「原料」を輸入

約2倍

R3.8
開通区間

南部IC

下部温泉早川IC

新清水JCT

新清水IC

清水いはらIC

清水IC

南アルプスIC

双葉JCT

清水JCT

富士宮市

凡例

輸送ルート

医療用機器製造⇔物流センター
物流センター⇔港湾

医療用機器メーカー工場※

輸出港湾

物流センター

※従業者数100⼈以上の医療⽤機械器具・医療⽤品製造業事業所のある⾃治体より抽出

早川町

・中部横断道の開通に
合わせて開設
・医療用機器の保管・管理、
コンテナ詰めを実施
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1時間29分

1時間12分

0時間

1時間

2時間

R1年9⽉〜R2年7⽉ R3年9⽉〜R4年7⽉R1.9〜R2.7
14件

R3.9〜R4.7
37件

中部横断道利⽤
37 件

70%

⼀般道のみ利⽤
16 件

30%
R3.9〜R4.7

計53件

中
部
横
断
道

甲府市

県立中央病院

静岡県立総合病院

静岡赤十字病院 静岡済生会総合病院

山梨大学附属病院※1

早川町

富士川町 市川三郷町

身延町

南部町

静岡市

南アルプス市

富士吉田市

救急医療支援の向上 搬送時間の短縮による救急医療支援

出典：峡南消防本部提供データ
（抽出条件）

・出動地区 ： 身延町・南部町
・搬送先病院 ： 県立中央病院高度救命救急センター

山梨大学附属病院救急部
静岡県立総合病院高度救命センター

※2 119番通報を受けてから病院到着までに要した時間の平均値

開通後

・中部横断道が全線開通したことで、第3次救急
医療機関への搬送時間が短縮され、安全で迅速
な搬送が可能になりました。

・直線が多い高速道路のおかげで、搬送中の課題
でもあった救急車の振動、揺れが軽減され、傷
病者や機関員の負担軽減にも繋がっております。

・高速道路には信号が無く一般車両の動きも一定
のため、病院までの搬送時間が把握でき、傷病
者の収容や医療機関への引渡しがスムーズに
なったことで、救命率の向上が見込まれます。

■ 消防関係者の声

（R4.2 消防関係者 ヒアリング結果）

（南部IC～下部温泉早川IC）

R3.8 開通区間

■救急搬送における中部横断道利用
割合の変化

■救急搬送ルート（身延町・南部町⇒第3次救急医療施設）

■平均救急搬送時間※2

○⾝延町・南部町内から第3次救急医療施設への救急搬送における中部横断道の利⽤割
合が約4割増加し、救急搬送時間が平均17分（約2割）短縮。

○中部横断道の開通により、重篤患者に対する救急医療や周産期医療を⽀援。

山梨県

静岡県

開通前

第3次救急医療施
設や周産期医療
施設が、身延町・
南部町外に立地

第3次救急医療施設︓
急性⼼筋梗塞や脳卒中、重度の外傷・熱
傷などの重症及び、複数の診療科領域に
わたる重篤な救急患者を24時間体制で
受け⼊れる施設

凡例

第3次救急医療施設

峡南消防本部管轄区域
（市川三郷町、早川町、

身延町、南部町、富士川町）

救急搬送ルート

開通区間沿線市町村
（身延町、南部町）

NICU設置医療施設

分娩取扱医療施設

NICU（Neonatal Intensive Care 
Unit）︓
新⽣児のための集中治療室で、早産児・
低出⽣体重児をはじめとして、呼吸障害、
仮死、⼼疾患、消化器疾患などすべての
新⽣児疾患に24時間体制で対応する施設

※1 ⼭梨⼤学附属病院も第3次救急医
療施設と同様に重篤な患者の受け⼊
れをおこなっている

開通前 開通後

高速道路利用区間が増加
し、救急搬送時間が短縮

平均17分短縮

中部横断道利⽤
14 件

30%

⼀般道のみ利⽤
33 件

70%
R1.9〜R2.7

計47件

中部横断道を
利用する割合が
約４割増加
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山梨県内では地域の特色を生かした21箇所の「道の駅」が
登録されています。

凡例

高速道路

一体型：地域振興施設等を市町村等が、
駐車場等の一部を道路管理者が整備

単独型：地域振興施設等に加え、駐車場等も
市町村等が整備

20

52

138

139

20

52

リニア中央新幹線

中
部
横
断
自
動
車
道

リニア山梨県駅

⑦
道の駅

にらさき
Nirasaki

⑭
道の駅

し ら ね

Shirane

⑱
道の駅

富 士 川

Fujikawa

⑥
道の駅

とよとみ

Toyotomi

⑤
道の駅

し も べ

Shimobe

㉑
道の駅

な ん ぶ
Nanbu

⑧
道の駅

ど う し
Doshi

⑳
道の駅

つ る
Tsuru

⑲
道の駅

こ す げ
Kosuge

④
道の駅

み と み
Mitomi

⑰
道の駅

たばやま
Tabayama

②
道の駅

甲斐大和
Kaiyamato

⑨
道の駅

かつやま
Katsuyama

⑫
道の駅

富士吉田
Fujiyoshida

③
道の駅

なるさわ
Narusawa

①
道の駅

とみざわ
Tomizawa

⑯
道の駅

Minobu-Fujikawa-Kanko-Center
みのぶ富士川観 光センタ ー

⑪
道の駅

はくしゅう

Hakushu

⑮
道の駅

こぶちさわ
Kobuchisawa

⑬
道の駅

南きよさと
Minami-Kiyosato

⑩
道の駅

花かげの郷まきおか

Hanakagenosato-Makioka

E52

E20

E68

E20

E20

2,052

3,0263,189

3,192

3,033

1,704

2,967

2,840

2,230

2,899

2,475

2,599

2,017

2,057

1,596

1,785

1,588

3,776

1,153

1,989

1,772

2,629

七面山

身延山

雨ヶ岳

笊ヶ岳

櫛形山

農鳥岳間ノ岳

北岳

鳳凰山

甲斐駒ヶ岳

仙丈ヶ岳

茅ヶ岳

瑞牆山

御坂山

赤岳

金峰山

甲武信ヶ岳

大菩薩嶺

三ッ峠山

富士山

雲取山

大室山

山中湖

河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

相模川

多摩川

富
士
川

整備方法供用開始所在地駅名

単独型S63.10.24
南巨摩郡南部町福士
28507番地1

とみざわ1

直轄
一体型

H7.6.22
甲州市大和町初鹿野
2248番地

甲斐大和2

単独型H7.8.13
南都留郡鳴沢村字
ジラゴンノ8532番地63

なるさわ3

一体型H10.4.10
山梨市三富川浦
1822番地1

みとみ4

一体型H9.4.24
南巨摩郡身延町古関字
大境4321番地

しもべ5

単独型H10.3.20
中央市浅利
1010番地1

とよとみ6

単独型H10.10.2
韮崎市中田町中条
1795番地

にらさき7

単独型H10.7.18
南都留郡道志村
9745番地

どうし8

一体型H10.7.27
南都留郡富士河
口湖町勝山3758番地

かつやま9

一体型H12.1.1
山梨市牧丘町室伏
2120番地

花かげの郷
まきおか

10

整備方法供用開始所在地駅名

単独型H13.2.3
北杜市白州町白須
1308番地

はくしゅう11

単独型H15.4.16
富士吉田市新屋
1936番地6

富士吉田12

単独型H12.7.7
北杜市高根町長沢
760番地

南きよさと13

一体型H15.4.1
南アルプス市在家塚
595番地1

しらね14

単独型
（重点候補）

H16.4.29
北杜市小淵沢町
2968番地1

こぶちさわ15

単独型H26.7.17
南巨摩郡身延町下山1597
番地富士川クラフトパーク内

みのぶ富士川
観光センター

16

単独型H12.9.10
北都留郡丹波山村
2901番地

たばやま17

直轄
一体型（防災）

H26.7.8
南巨摩郡富士川町青柳町
1655番地3

富士川18

単独型H27.3.29
北都留郡小菅村
3445番地

こすげ19

単独型（重点）H28.11.5
都留市大原
88番地外

つる20

直轄
一体型

H30.7.21
南巨摩郡南部町中野
3034番地1

なんぶ21

山梨県内では地域の特色を生かした21箇所の「道の駅」が登録されています。

有料道路

一般国道等

リニア中央新幹線

JR線

私鉄

防災「道の駅」

重点「道の駅」

重点候補「道の駅」
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甲府駅から２km
甲府駅南口よりバス約７分

(④番のりば〈敷島・昇仙峡・
山宮循環方面〉より乗車）
塩部バス停下車徒歩約３分
甲府駅北口より徒歩約２５分

■笛吹川出張所
〒406-0034

山梨県笛吹市石和町唐柏720-3

TEL.055(262)2821

FAX.055(263)5420

●JR中央本線石和温泉駅より徒歩約35分
・河川出張所管理区間

甲府市・他4市町�支川笛吹川は、身延線の笛吹川鉄橋より岩手橋まで

■富士川下流出張所
〒416-0909

静岡県富士市松岡官有無番地
TEL.0545(61)0078

FAX.0545(64)9147

●JR東海道本線富士駅より徒歩約30分

・河川出張所管理区間
静岡県富士市・他2市�富士川は、河口より山梨県境まで

■富士川中流出張所
〒409-2305

山梨県南巨摩郡南部町内船4544の2

TEL.0556(64)2310

FAX.0556(64)3554

●JR身延線内船駅より徒歩約5分
・河川出張所管理区間

南部町・他3町�富士川は、静岡県境より富士橋上流端まで

■富士川上流出張所
〒409-3601

山梨県西八代郡市川三郷町市川大門645

TEL.055(272)0040

FAX.055(272)6398

●JR身延線市川大門駅より徒歩約1分
・河川出張所管理区間
韮崎市・他6市町�富士川（釜無川）は、富士橋上流端から武田橋まで

支川笛吹川は、富士川合流点より身延線の笛吹川
鉄橋まで

■甲府河川国道事務所

〒400－8578 

山梨県甲府市緑が丘1丁目10の1 

TEL. 055-252-5491・5492 

FAX. 055-251-2591 

●甲府駅から2km 

●甲府駅北口より徒歩約25分
●甲府駅南口よりバス約7分

④番のりば〈敷島･昇仙峡･山宮
循環方面〉で乗車
塩部バス停下車徒歩3分

富士駅
至 静岡 ＪＲ東海道本線

関東運輸局
山梨運輸支局

県東八代
合同庁舎

至 沼津

笛吹川
出張所

富士川下流
出張所

富士川上流
出張所

富士川中流
出張所

市川大門駅

至 富士

ＪＲ身延線

至 甲府

酒屋薬屋

床屋

南部町
役場

農協

富士
郵便局

富士本町
交差点

富士川東
交差点

南部橋
東詰
交差点

市川大門
交番西
交差点

三郡東詰東
交差点

南部橋

至

甲
府

内
船
駅

至

富
士

至

甲
府

至

清
水

至

甲
斐 至

笛
吹

富
士
川

富
士
川

Ｊ
Ｒ
身
延
線

至 静岡

至 沼津

向町
交差点

四日市場
交差点

広瀬
交差点

県自動車税
事務所前

交差点

向町二
交差点

52

140

20

396

甲府河川国道事務所位置図
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■大月出張所

〒401-0011

山梨県大月市駒橋1丁目7の32

TEL.0554(22)2411
FAX.0554(23)3576

●JR中央本線大月駅より徒歩約10分
・道路出張所管理区間

国道20号�神奈川県境～大月市初狩町
国道139号�西桂町・都留市境～大月市

■甲府出張所
〒400-0049

山梨県甲府市富竹2丁目3の12

TEL.055(222)4891

FAX.055(222)0594

●JR中央本線甲府駅下車 甲府駅南口よりバス約11分

（①番のりば〈小笠原・鰍沢・県立美術館方面〉より乗車）
貢川バス停下車徒歩約5分

●甲府駅より徒歩約50分
・道路出張所管理区間

国道20号�笛吹市石和町～長野県境
国道52号�富士川町・南アルプス市境～ 甲府市丸の内

■峡南国道出張所
〒409-2531

山梨県南巨摩郡身延町梅平2483の185

TEL.0556(62)0621

FAX.0556(62)3310

●JR身延線身延駅よりバス（中野行き・大城行き・奈良田行き・
雨畑行き）乗車 身延町役場身延支所入口下車徒歩約3分

●身延駅より徒歩約30分
・道路出張所管理区間

国道52号�静岡県境～富士川町・ 南アルプス市境
中部横断自動車道�富沢IC~六郷IC

■富士吉田国道出張所
〒403-0005

山梨県富士吉田市上吉田3丁目2の18

TEL.0555(22)4188

FAX.0555(24)2379

●富士急行線富士山駅より徒歩約10分
・道路出張所管理区間

国道138号�富士吉田市上吉田～静岡県境
国道139号�静岡県境～西桂町・都留市境

■大和国道出張所
〒409-1203

山梨県甲州市
大和町初鹿野字日川原1655の3

TEL.0553(48)2514

FAX.0553(48)2814

●JR中央本線甲斐大和駅より徒歩約7分

・道路出張所管理区間
国道20号�大月市初狩町下初狩～笛吹市石和町広瀬

貢川
バス停

貢川
バス停

主要地方道市川大門下部身延線

吉田中学校

富士山駅

赤富士通り

吉田
小学校

文化会館

波木井川

豊竹
交差点

貢川
交差点

大月
市役所

貢川
交番

大月駅至 甲府

至 甲府

至 新宿

至 八王子

至 甲府 中央高速道路 至 八王子

甲府出張所

峡南国道
出張所

富士吉田
国道出張所

大和国道出張所

大月出張所

ア
ル
プ
ス
通
り

至

甲
府
駅

至
韮
崎
駅

至

甲
府

身
延
駅

至

富
士

至
下
部

身
延
町
役
場

県
道
富
士
川
身
延
線

富
士

川
身
延
山

病
院

至 大月

至 甲府 ＪＲ中央本線 至 大月甲斐大和駅

至 甲府 至 八王子

駐在所 大和地域総合局

高月橋入口
交差点

大月駅前
交差点

（美術館通り）

身延町役場
身延支所入口
バス停

上宿交差点

金鳥居
交差点

富士浅間神社
東交差点

身延橋西詰
交差点

身延立体東
交差点

身延橋東詰
交差点

20

52

52

139

137

137

139

139 138

20

山梨県大月市駒橋1丁目7の32

●JR中央本線大月駅より徒歩約10分
・道路出張所管理区間
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道路災害、通⾏規制、河川などの重要な情報を

随時、ツイッターで発信しています。
R5. 4


